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図南木材 株式会社 
鹿児島県鹿児島市谷山港1-2-4

1946年設  立 21億円資 本 金 99名従 業 員 数

事 業 内 容 図南木材株式会社は鹿児島市に本社があり、木造建築で使用
する木材や住宅資材、サービスを提供する専門商社です。

●学生サポーター的魅力ポイント●

木から材へ！業務を一貫して行う
スムーズな連携

入社 4 年目

吉松 大輝さん

図南木材 株式会社 
企業 HP

主な仕事内容
　吉松さんの主な仕事内容は、お客様への提案営業、必要
な建材の見積り作成、各部署への業務依頼などです。

図南木材は、1946 年に創業、「木から材へ」 と地元の資源を最大限に活用しています。独自の幅広い加工技術と、資材仕入・
設計・製造・配送・木工事までを一貫して自社で手掛けるトータルプロデュース力が魅力です。ふるさとの鹿児島に貢献し
たいという思いで困難な要望にも挑み続け、持ち前の技術力でお客様の理想を形にし、木に新たな価値を付加して提供して
います。

仕事のやりがい
　仕事をしていてやりがいを感じるのは、現場の課題に迅
速に対応し、大工さんから直接「ありがとう」と感謝の言葉
をいただけた時だそうです。

社内の雰囲気
　社内は風通しが良く、社員同士のコミュニケーションも
非常に活発です。プライベートでも一緒に出かけるほど仲
が良いため、互いに信頼し合い、仕事では同じ目標に向かっ
て協力し合えているそうです。

鹿児島で働くきっかけ
　大学まで鹿児島で過ごし、地元の温かさを感じてきたと
話します。生まれ育った鹿児島に地域貢献をしたいという
強い思いがきっかけで、鹿児島での就職を決めたそうです。

図南木材の魅力
　図南木材の魅力は、社員同士の風通しの良さと高い協力
体制です。役職や部署を超えたコミュニケーションが活発
で、 吉松さんのように複数部署と業務を行う立場でも、お互
いに声をかけやすい雰囲気があるそうです。この良好な人
間関係が、スムーズな業務連携と強固なチームワークを生
み出し、会社全体としてお客様の要望に応える力を高めて
います。



※掲載している情報は2026年1月時点のものです。

取 材 後 の 感 想

木 材 活 用 の ス ペ シ ャ リ ス ト 集 団 。各 部 署 で 連
携 し て ひ と つ の 建 物 を 建 て る た め に 頑 張 っ て
い る 姿 は カ ッ コ い い と 思 い ま し た 。ま た 、希
望 の 職 種 に 合 わ せ て 研 修 制 度 が 整 っ て い る 会
社 だ と 感 じ ま し た 。

髙 凜太郎さん穗積 瑞歩さん

図 南 木 材 の 経 営 理 念 の 中 に「 向 上 心 を 持 ち 続
け 、技 術 研 鑽 に 努 め る 」と あ る よ う に 、一 人 ひ
と り の 社 員 さ ん が 目 標 を 持 っ て い る 姿 に と て
も 魅 力 を 感 じ ら れ る 会 社 で し た！

伊集院 爽楽さん

図 南 木 材 は 、鹿 児 島 の 木 材 資 源 を 社 会 に 届 け
る ス ペ シ ャ リ ス ト 集 団 を 目 指 す 熱 意 が 印 象 的
で し た 。社 員 同 士 の 仲 が 良 く、育 児 休 暇 な ど
の 制 度 も 充 実 し て お り、温 か さ と 働 き や す さ
を 両 立 し て い る 点 に 魅 力 を 感 じ ま し た 。

会社は自己成長と自己実現の舞台です。昨日より今日、今日より明日と前進し続ける姿勢を大切にし
ています。私たちは、失敗を恐れず挑戦を重ね、学びを力に変えていく仲間を歓迎します。自ら考え、
行動し、成長を実感できる環境で共に会社の未来をつくっていきましょう。

学 生 へ の コ メ ン ト

図南木材　総務人事課　大迫 駿輝さん

主な仕事内容
　池松さんは、プレカット部門で木材の加工を行う機械のオ
ペレーター業務から、加工後の品質をチェックする検品、そ
して出荷前の梱包作業を行っています。効率性と正確さが求
められる重要なポジションを担っています。

入社 5 年目

池松 卓也さん

鹿児島で働くきっかけ
　就職のきっかけは、故郷への思いにあります。この地で生
まれ育ち、家族や親しい友人たちと共に暮らす心地よい環境
を離れることなく、この先もずっと鹿児島で人生を歩んでい
きたいという思いで、鹿児島での就職を決めたそうです。

図南木材の魅力
　結婚、そして子供の誕生という大きなライフイベントの中
で 1ヶ月間の育児休暇を取得したことが、最も印象に残って
いる出来事だと話します。育児休暇を取得しやすい環境が
整っていたため、安心して制度を利用できたそうです。育児
の大変さを身をもって体験し、「仕事よりも大変だと感じた」
と語る池松さん。仕事と私生活のワークライフバランスを大
切にする会社の姿勢が感じられた貴重な経験だったと話して
いました。


